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公募型プロポーザル方式による 

名張市上下水道部お客様センター業務委託事業者選定基準 

 

 この基準は、公募型プロポーザル方式により名張市上下水道部お客様センター業務委託

事業者を決定するため、参加事業者から提出された提案書の内容を、可能な限り客観的に

評価するための基準として定めたものである。 

 

Ⅰ 評価項目及び配点    

提案書の評価項目とその配点は、次の表のとおりとする。（合計 200 点満点） 

 

評 価 項 目 配点 小計 

会社内容に関する事項 ① 会社概要及び財務状況 10  10 点 

  

  

業

務

委

託

に

関

す

る

事

項 

受 託 実 績 ② 受託実績等 10    

業 務 体 制 

③ 業務実施計画・研修体制等 15   

④ 業務遂行体制 15  

⑤ トラブル防止及び苦情等対応体制 10  

業務履行方法 

⑥受付窓口業務に対する考え方 10   

⑦請求・収納業務に対する考え方 10   

⑧滞納整理業務・給水停止業務 

に対する考え方 
10   

⑨検針業務に対する考え方 10   

⑩開閉栓業務に対する考え方  5 155 点 

⑪水道メーター管理業務に対する考え方  5   

⑫下水道業務に対する考え方 10 

  ⑬給排水工事等関連業務に対する考え方  5 

⑭水道施設維持管理業務に対する考え方  5 

個人情報保護 ⑮個人情報保護に対する考え方  5   

危 機 管 理 
⑯災害、事故及び緊急時等の危機管理に対

する考え方 
10   

地 域 貢 献 ⑰地域貢献に対する考え方 10  

その他の業務提案 ⑱サービス向上に関する提案 10   

提案見積に関する事項 ⑲見積金額及び積算内訳 35  35 点 

合  計  200 点 
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Ⅱ 審査方法 
 １．評価項目の採点方法 
   提案書に記載された内容及びヒアリング内容について、各委員が評価する各評価項

目については、次に示す５段階評価による得点化方法により得点を付与する。 
なお、〔第１表〕は評価項目の①、〔第２表〕は②～⑱、〔第３〕は⑲を対象として得

点を算出する。 
 
〔第１表〕①会社概要及び財務状況の評価 

次の経営分析指標（4 項目）について、2 ヶ年の財務諸表から平均値を算出し、評価区 
分ごとの基準値に基づき採点（2.5 点～0 点）した合計得点（10 点満点）を算出する。 

 

  

評価区分 A B C D E 

配点 2.5 点 2 点 1.5 点 1 点 0 点 

1 流動比率 200％超 
160％超

200％以下 
120％超

160％以下 
100％超

120％以下 
100％以下 

2 自己資本比率 60％以上 
40％以上 
60％未満 

20％以上 
40％未満 

0％以上 
20％未満 

0％未満 

3 総資産利益率 10％以上 
6％以上 
10％未満 

3％以上 
6％未満 

1％以上 
3％未満 

1％未満 

4 経営安全率 30％以上 
18％以上 
30％未満 

6％以上 
18％未満 

0％以上 
6％未満 

0％未満 

   

 
〔第２表〕②～⑱の評価 

各選定委員が評価項目ごとに評価し、得点化する。 
 

評価 評価の意味合い 得点化方法 

A 優秀である/高度な能力を有している 配点 × 1.0 

B 満足できる/十分な能力を有している 配点 × 0.8 

C 仕様書に対して標準的である 配点 × 0.6 

D 物足りなさを感じる/能力が若干乏しい 配点 × 0.4 

E 満足できない 配点 × 0.2 
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〔第３〕⑲の評価 
提案見積金額の得点は、次の計算式により算出する（35 点満点）。 
 
 得点 ＝ A  ＋ 15 （点） 

 ※A （減額率）＝（ 1 －（見積金額 ÷ 提案上限額））×100 
    A は小数点以下第 2 位を四捨五入し、最大値を 20 とする。  

 
      （上限額と同額の見積金額を 15 点とし、上限額からの減額率 1％（小数点 

以下第 2 位を四捨五入）につき 1 点を加算する。ただし、減額率 20％以 
上の場合は、一律 35 点とする。） 

 
 例 1）見積金額：560,000,000 円（税抜）の場合 

※上限額：567,840,000 円（税抜） 
     減額率（％） ＝（1－560,000,000÷567,840,000）×100 ＝ 1.4 

       得点 ＝ 1.4 ＋ 15 ＝ 16.4 点 
 

 例 2）見積金額：498,800,000 円（税抜）の場合 
※上限額：567,840,000 円（税抜） 

     減額率（％） ＝（1－498,800,000÷567,840,000）×100 ＝ 12.2 
         得点 ＝ 12.2 ＋ 15 ＝ 27.2 点 
 
 ２．受託候補者の選定 

選定委員会の委員は、評価基準に基づき、それぞれの参加事業者の業務提案の各項目

について評価及び採点を行う。 
評価総合点は、項目ごとに選定委員会の委員が採点した評価点数を合計し、その平均

点を採用する。小数点以下の端数がある場合は、小数点第 2 位以下を四捨五入する。 
評価総合点が最も高い者を受託事業候補者として選定する。ただし、評価総合点が著

しく低い場合（100 点以下）もしくは、委員全員が E 評価を付けた評価項目がある場

合は受託候補者として選定しない。 
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 Ⅲ 評価の基準 
   提案書に記載する項目の評価は、主に業務に対する理解度、説明能力、意欲、業務提案

書の的確性、表現力、独創性、実施手順の妥当性、社員配置の妥当性、提案内容の根拠等

を基準に評価する。 
各項目の審査ポイントとなる点を次のとおりとする。 
 

① 会社概要及び財務状況（配点：10 点） 
   会社の規模、経営状況を総合的に判断し、安定して業務を行い得る経営基盤があるか

ということを重視して評価を行います。具体的には、直近２ヵ年の会計年度における貸

借対照表及び損益計算書の数値から経営分析指標を求め、基準値を基に判定する。 
 

② 受託実績等（配点：10 点） 
ア 当該委託業務内容と同種又は類似業務の受託実績がどの程度あるか。 
イ 褒賞、行政指導・行政処分、訴訟の有無及び履歴（過去 5 年間）。 

 
③ 業務実施計画・研修体制等（配点：15 点） 
ア 本市の委託業務（各業務）について、どのような執行計画に基づき行うか。 
イ 当該委託業務の改善や効率化に対し、どのような優れた提案があるか。 
ウ 従事者に対し、業務に関する研修・教育をどのように行えるか。また、業務受託者 

としてコンプライアンスをどのように考えるか。 
エ 契約締結から業務開始までの移行体制及び計画をどのように行うか。 

 
④  業務遂行体制（配点：15 点） 
ア 責任を持って業務を遂行できる能力と立場のある人員の配置をどのように行うか。 

か。また、業務における指揮命令系統と責任体制をどのようにするか。 
イ 専門知識及び実務経験を有する人材を配置できるか。 
ウ 繁忙期における体制及び急な欠員が発生した場合において対応できる人員体制が 

とれるか。 
エ OA 機器等の取扱に習熟した者をどのように配置できるか。 
オ 緊急時のバックアップ体制は、安心できるものであるか。 
カ 業務遂行体制に対し、どのような優れた提案があるか。 

 
 ⑤ トラブル防止及び苦情等対応体制（配点：10 点） 

ア 受付業務、請求収納業務、滞納整理業務、検針業務、メーター交換等に対するトラ 
ブル防止についてどのような対応を考えるか。 

イ トラブル発生に対するリスク管理（発生時の体制、マニュアル整備）をどのように 
考えるか。 

ウ 市民からの苦情、不当要求等に対して、どのように対応するか。 
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エ 給水停止時において、解除までの間に発生する苦情に対してどのように考え対応 
するか。 

オ トラブル防止及び苦情等対応体制に対し、どのような優れた提案があるか。 
 

⑤  受付窓口業務に対する考え方（配点：10 点） 
ア 受付窓口、電話受付等の対応について、接遇等の専門的知識及び経験を有している

人員の配置をどのように行うか。 
イ 適正な現金等の収受及び管理方法について、どのような対策を講じるか。 
ウ 休日等営業時間外に対する組織体制（連絡体制）をどのように取るか。 
エ 受付窓口業務の改善や効率化に対し、どのような優れた提案があるか。 

 
⑦ 請求・収納業務（口座振替業務を含む）に対する考え方（配点：10 点） 
ア 料金計算、調定・収納業務の際に料金システムへの入力ミス等を防止するためのチ

ェック体制をどのように取るか。 
イ 加減算に伴う水量調整、漏水減免等の事務手続きの取扱をどのように考えるか。 
ウ 調定業務（統計処理）を、正確かつ迅速な処理ができる体制をどのように取るか。 
エ 請求・収納業務（口座振替データ作成、納入通知書、消込み作業、督促状、催告状

等）について、迅速で正確に処理できるよう体制をどのように取るか。 
オ 口座振替推進をどのように行うか。 
カ 請求・収納業務の改善や効率化に対し、どのような優れた提案があるか。 

 
⑧ 滞納整理業務・給水停止業務に対する考え方（配点：10 点） 
ア 滞納整理（給水停止を含む）を行える人材は、どのような人材が適当と考え配置で 

きるか。 
イ 給水停止の執行体制はどのように取るか。 
ウ 一部入金により給水停止を解除した場合、残額滞納料金の早期完納にどのように 

対応するか。 
エ 悪質滞納者、高額滞納者に対しての対応策をどのように考えるか。 
オ 市外へ転出（無届を含む）した滞納者について、どのような方法で調査し対応する 

か。 
カ 時効を中断するための対策はどのようにするか。 
キ 滞納整理に関する目標や年間実施計画についてどのように考えるか。 
ク 収納率向上に向けた取組についてどのように考えるか。 
ケ 滞納整理の改善や効率化に対し、どのような優れた提案があるか。 

 
⑨ 検針業務（再調査を含む）に対する考え方（配点：10 点） 
ア 検針員の確保と配置及び業務管理をどのように行うか。 
イ 異常水量及び漏水に対して、どのような対応を取るか。 
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ウ 検針員の急な事態（事故等により検針ができない場合）や検針の遅れに対してどの 
ように対応するか。 

エ 検針や検針員に対する苦情等にどのように対応するか。 
オ 検針員にどのような研修、教育を行うのか。 
カ 検針業務の改善や効率化に対し、どのような優れた提案があるか。 

 
⑩ 開閉栓業務（中止精算を含む）に対する考え方（配点：5 点） 
ア 開閉栓業務にどのような人材を配置するか。 
イ 繁忙期における開閉栓業務は、どのような体制を取るか。 
ウ 開閉栓に伴う事故処理、損害賠償に対してどのように考えるか。 
エ 開閉栓業務の改善や効率化に対し、どのような優れた提案があるか。 

 
⑪ 水道メーター管理業務に対する考え方（配点：5 点） 

   水道メーター管理業務については、検針業務と直接関連があり、計量法の規定に基づ

き、耐用年数までに計画的かつ確実に交換しなければならない。 
ア 水道メーターの管理、取替について、どのような体制を取るか。 
イ 当該業務に関し、再委託を行う場合の委託先との連携、指導監督をどのように行う 

か。 
ウ 検定満了予定者リスト及び取替通知の作成等をどのように行うか。 
エ 使用者宅を訪問する際、理解を得るため、どのようなことに留意するか。 
オ 水道メーターの取替に係り、難交換箇所、取替による破損等の際、どのように対応 

するか。 
カ 水道メーター管理業務の改善や効率化に対し、どのような優れた提案がある 

か。 
 

⑫ 下水道業務に対する考え方（配点：10 点） 
ア 下水道使用料・負担金及び浄化槽等管理業務における入力ミスをなくすために、ど

のような体制を取るか。 
イ 令和８年度に下水道区域の大幅な拡大や住宅地の集中浄化槽の市移管が予定され

ており、事務量の増加が見込まれるが、どのように対応するか。 
ウ 下水道未接続者の接続促進及び無断接続に対して、どのような対策を考えている 

か。 
エ 下水道等業務の改善や効率化に対し、どのような優れた提案があるか。 

 
⑬ 給排水工事等関連業務に対する考え方（配点：5 点） 

ア 給排水工事等関連業務について、どのような体制を取るか。 

イ 給排水工事等関連業務にどのような専門知識を有する人材を配置するか。 

ウ 給排水工事等申請書及び完了届の収受と台帳管理をどのように行うか。 
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⑭ 水道施設維持管理業務に対する考え方（配点：5 点） 
ア 水道施設維持管理業務にかかる職員の配置や勤務体制をどのように考えるか。 

   イ 漏水及び修繕要望に対する受付、修理対応や発注者への報告をどのように行うか。 
  ウ 材料・資材や貸与した工具類の管理をどのように行うか。 

エ 業務実施時間以外や配置人員増員に対する緊急要請について、対応をどのように 
行うか。 

 
⑮ 個人情報保護に対する考え方（配点：5 点） 
ア 個人情報保護関連の資格の有無。 
イ 委託業務を運営する上での個人情報の管理体制についてどのように考えるか。（具 

体的に） 
ウ 万が一情報漏洩が発生した場合、どのように対応するか。 
エ 当該業務の改善や効率化に対し、どのような優れた提案があるか。 

 
⑯ 災害、事故及び緊急時等の危機管理に対する考え方（配点：10 点） 
ア 地震、火災等の災害が発生した場合を想定した対策があるか。 
イ 業務中の事故、システム故障、盗難による個人情報の流出など、起こりうるあらゆ 

る緊急事態に対して、危機対応をどのように取るか。 
ウ 断水、漏水事故等発生時にどのような支援が可能か。 
エ その他危機管理全般に関する業務提案があるか。 

  
⑰ 地域貢献に対する考え方（配点：10 点） 
ア 業務従事者の地元雇用及び地元企業との連携について、どのような優れた提案が 

あるか。 
イ 資機材などの地元調達についてどのように考えるか。 
ウ 地域貢献に関して、どのような優れた提案があるか。 

 
⑱ サービス向上に関する提案（配点：10 点） 
事務の効率化、利用者サービスの向上の実現に直結する実現可能で具体的な企画・提案 

があるか（提案にあたっては、提案上限額の範囲内、及び別途費用で対応できる内容に分 
けて記載し、評価は、提案上限額の範囲内の内容で判断するものとする）。 

 
⑲ 見積金額及び積算内訳（配点：35 点） 
 得点 ＝ A  ＋ 15 （点） 

※A （減額率）＝（ 1 －（見積金額 ÷ 提案上限額））× 100 
  A は小数点以下第 2 位を四捨五入し、最大値を 20 とする。  

 


